








倒的に多いのが名詞である こ とは言う までもない。 形容詞は数の上で
は多くはないが， フ ァ ッシ ョ ンや科学技術に関わる語をはじめと してあ
らゆる分野で用いられている。 使用法もかな り日本語的になって， 日本
語の形容詞語尾がついた り ， 形容詞のまま日本語の副詞語尾をつけた
り ， 名詞化した り と多様である。 もはや外来語ではなく ， 借用語の域に
達している語も多い。
外来の修飾語は， 一見， 日本語を豊かにしたよ う思われるが， 問題も
多々ある。 本来の修飾語を追い出した り ， 質を変えた り したのもそれで
あろ う。 和製英語をつ く り ， 英語表現そのものを紛らわし くするのも問
題のひとつである。
本ノー トでは， 外来語 （主と して英語） から どのよ うな修飾語 （主と
して形容詞） が入っているか， それらの特徴と用法， またどんな問題点
があるかなどを考慮した う えで， 将来の日本語表現を展望する。
日本語のなかに， 英語が外来語と して入ってから久しい。 漱石や鴎外の時代には， アメ
リ カを亜米利加， イギリ スを英吉利， ロマンティシズムを浪漫主義などと漢字に書きかえ
て用いる， つま り日本語化して用いるゆと りがあった。 たが今日では， もはやそんな悠長
な遊び的要素はない。 一方では， カタカナとい う便利なものがあるお陰で， 外来語は入る
がままになっている。 日常的に使用する語のおよそ 10パーセン トは外来語 （英語） だと言
われてから長年経るが， 21世紀に入った現在いかがであろ うか。 いずれにしろ， カタカナ
こ とば （本来的なカタカナ使用を除いて） は 「氾濫」 と言ってよいほど使用されているの
も事実である。
数年前のこ とであるが， 私は学生のレポー ト を読んでいて， 「…をふるに活用して」 とい
う記述に出会った。 「ふる」 がカタカナではな くひらがなであったため， 一瞬， 不思議な感
じを抱いた。 この修飾語は日本語だったのかな， とふと思ってしま ったのである。 しかし
考えてみれば， この文を書いた学生にと って 「ふる」 は本来の日本語と同等の修飾語であっ
たのだろ う。 これほどでな く と も， カタカナ表記の日本語化した， つま り ， 借用語となっ
た外来修飾語は数多い。
周知のよ う に， 英語は借用語の多い言語で， 本来語よ り も多くのそれをもつとい う。 ノ
ルマンの征服による ラテン文化の流入が大きいこ とはい う までもないが， 言語学的にも，
屈折語尾の消失で他言語を受容しやすくなったこ とが影響しているのだろ う。 しかし， 借
用した言語の多くは， いわゆる親族的な言語である印欧語である。 日本語と英語との関係
とは違って， 大きな言語体系的な差異はないのである。
大きな差異のある言語間でも， 名詞の借用にはあま り問題はないであろ う。 しかし， 述
語と しても用いられる 「修飾語」 の借用はそれほど容易ではないはずである。 そこにはな
にか制約が存在すると思われるのだが， 日英語間ではいかがであろ うか。 実際は先ほどの
「ふる」 のよ うに， かな りの外来修飾語を私たちは日常的に使用していると思う。 どのよ う
な語がどのよ う に使用されるのか， ど う してその語が入り使用されるのか， その使用の効
果はどのよ うなものかなど， 以前から関心を抱いていた。 そこで， まず手始めに 「自分で」
外来修飾語 （主と して英語の修飾語） を片っ端から集める こ とにした。 驚く こ とでもなか
ろ うが， 瞬く間に， それは 300語を越えた。 その語をもとに， 修飾語のなかでも， 特に 「形
容詞」 を中心に諸問題を考えてみよ う と思う。
１ 外来修飾語とその分類
蒐集した語をその意味によって分類してみた。 複数の分野に入るものは， も っ と も頻度




１） 形態 ・形状 ・様相を表す語
色彩　 ピンク （pink）， ブルー （blue）， オレンジ （orange）， グ リーン （green）， ホワイ
ト （white）， ブラ ッ ク （black）， ブラウン （brown）， パープル （purple）， レ ッ ド （red）， ベ
イジュ （beige）， グレー （gray）， ゴールド （gold）， シルバー （silver）， イェロウ （yellow），
モ ノ クロ （mono-chrome） 　状態　ハー ド （hard）， ソ フ ト （soft）， ク リーミー （creamy）， プ
レイン （plain）， ク リーン （clean）， シ ャープ （sharp）， スクエア （square）， ヘビー （heavy），
ラ イ ト （light）， ワイ ド （wide）， ビ ッグ （big）， キュービ ッ ク （cubic）， フ ラジル （fragile）
　感覚 　 シルキー （silky）， コ ール ド （cold）， ホ ッ ト （hot）， ラ フ （rough）， ス ムーズ
（smooth）， ド ラ イ （dry）， ウエッ ト （wet）， 　明暗　ダーク （dark）， ク リ ア （clear）， ブライ
ト （bright）， ブ リ リ アン ト （brilliant）， ト ラ ンスペアレ ン ト （transparent）， ク リ スタル
（crystal）， サニー （sunny）
２） 性質を表す語
心理 　 デ リ ケー ト （delicate）， ペシ ミ ステ ィ ッ ク （pessimistic）， メ ラ ン コ リ ッ ク
（melancholic）， ナーバス （nervous）， ハッ ピー （happy）， シニカル （cynical）， アイロニカル
（ironical）， シ ョ ッキング （shocking）， メ ンタル （mental）， ムーディ （moody）， オプティ ミ
スティ ッ ク （optimistic）， ビビ ッ ド （vivid）， ミゼラブル （miserable）， ポジティブ （positive），
ネガティブ （negative）， シ ャ イ （shy）， ク レイジー （crazy）， アグレ ッシブ （aggressive），
ヒ ューモラス （humorous）， コ ンプレ ッ クス （complex） 　価値をと もなう もの 　ゴージャス
（gorgeous）， プア （poor）， リ ッチ （rich）， ラ ッキー （lucky）， プラ ス （plus）， マイナス
（minus）， スペシャル （special）， チャーミ ング （charming）， グッ ド （good）， ベス ト （best），
ベター （better）， ビューティ フル （beautiful）， スーパー （super）， フ ァ イン （fain）， フェア
（fair）， アンフェア （unfair）， パーフェク ト （perfect）， ナイス （nice）， スーパー （super），
リーディ ング （leading）， プロパー （proper）， エクス ト ラ （extra）， ハイ （high）， ロー （low），
ス ト ロング （strong）， ウイーク （weak）， シュア （sure）， スプレンディ ッ ト （splendid）， ポ
テンシャル （potential）， コ ンビニエン ト （convenient）， ロイヤル （royal）， メ イン （main），
スペア （spare）， フル （full）， パワフル （powerful）， マルチ （multi-）， デラ ッ クス （deluxe），
プレシャス （precious）， ノーブル （noble）， モラル （moral）， インテンシブ （intensive）， チー
フ （chief）， グ レー ト （great） 　その他　 プロ フ ェシ ョ ナル （professional）， アマチュア
（amateur）， フ ァ イナンシャル （financial）， プライベー ト （private）， オフ ィシャル （official），




３） フ ァ ッシ ョ ンに関する語
フ ァ ッシ ョナブル （fashionable）， スポーティ （sporty）， ボーイシュ （boyish）， シンプ
ル （simple）， フ ォーマル （formal）， カジュアル （casual）， キュー ト （cute）， アンティーク
（antique）， ト ラディシ ョナル （traditional）， フェ ミニン （feminine）， マニッシュ （mannish），
ブライダル （bridal）， ス リ ム （slim）， タイ ト （tight）， ロング （long）， シ ョー ト （short）， ミ
ニ （mini）， ス ト レイ ト （straight）， スマー ト （smart）， スタイ リ ッシュ （stylish）， シ ッ ク
（chic）， セクシー （sexy）， ベイシ ッ ク （basic）， エスニッ ク （ethnic）， モダーン （modern），
エレガン ト （elegant）， ノ スタルジッ ク （nostalgic）， ユニーク （unique）， パステル （pastel），
グラマラス （glamorous）， モ ノ ト ーン （monotone）， アーバン （urban）， コ ス メテ ィ ッ ク
（cosmetic）， アダル ト （adult）， チャーミ ング （charming）， ト レンディ （trendy）， カーリー
（curly）， カラ フル （colorful）， シ ャギー （shaggy）， エステティ ッ ク （aesthetic）， フ ァジー
（fuzzy）， コ ケテ ィ ッ シ ュ （coquettish）， フ ェ イ ク （fake）， ソ フ ィ ステ ィ ケ イテ ィ ド
（sophisticated）， フェイシャル （facial）， ダンディ （dandy）
４） 芸術 ・学術に関する語
芸術　 ビジュアル （visual）， ク ラシッ ク （classic）， ロマンティ ッ ク （romantic）， バロ ッ
ク （baroque）， ミ ュージカル （musical）， ラ イブ （live）， センチメンタル （sentimental）， ポ
ルノグラ フ ィ ッ ク （pornographic）， ボーカル （vocal）， ジ ョ イン ト （joint）， アコウスティ ッ
ク （acoustic）， リ アル （real）， リ ア リ スティ ッ ク （realistic）， ド ラマティ ク （dramatic）， グ
ロテスク （grotesque）， リズミ カル （rhythmical）， メ ローディアス （melodious）， レ ト リ カル
（rhetorical）， ハー ド ・ ボイル ド （hard-boiled）， ヒ ロ イ ッ ク （heroic）， ク リ エイテ ィ ブ
（creative）， ド キュメンタ リー （documentary）， ポピュラー （popular）， ティ ピカル （typical），
カルチュラル （cultural）， エロティ ッ ク （erotic） 　学術　 アカデミ ッ ク （academic）， ロジカ
ル （logical）， ラ シ ョ ナル （rational）， フ ァ ンダメ ン タル （fundamental）， ス タ ンダー ド
（standard）， オー ソ ド ッ ク ス （orthodox）， ド ラ ステ ィ ッ ク （drastic）， ユニバーサル
（universal）， ジ ェ ネ ラ ル （general）， エ ッ セ ン シ ャ ル （essential）， イ ンテ リ ジ ェ ン ト
（ intelligent）， リ ーゾナブル （reasonable）， ブ ッ キシ ュ （bookish）， リ ンギステ ィ ッ ク
（linguistic）， オ リ ジナル （original）， エコ ノ ミ ッ ク （economic）， プラ クティ カル （practical）
５） 科学 ・技術に関する語
オー トマティ ッ ク （automatic）， テクニカル （technical）， デジタル （digital）， ポータブ
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ル （portable）， バーチャル （virtual）， コ ンパク ト （compact）， エレク ト リ ッ ク （electric）， ハ
イパー （hiper）， ケ ミ カル （chemical）， パーソナル （personal）， マスター （master）， ハンディ
（handy）， ポータブル （portable）， マニュアル （manual）， ソーラー （solar）， ボタニカル
（botanical）， ナチュ ラル （natural）， プ ロダ クテ ィ ブ （productive）， シ ステマテ ィ ッ ク
（systematic）， エコ ロジカル （ecological） プラスティ ク （plastic）
６） 数量に関する語
オン リー （only）， シングル （single）， ツイ ン （twin）， ダブル （double）， ト リ プル
（ triple）， モ ノ - （mono-）， マキシマム （maximum）， ミ ニマム （minimum）， ジ ャ ンボ
（jumbo）， マンモス （mammoth）， ワン， ツー， ス リー， フ ォー， ～テン， レア （rare）， ト ー
タル （total）， オール （all）， ハーフ （half）， ミニマル （minimal）
７） 年齢 ・時間に関する語
ヤング （young）， ミ ド ル （middle）， シニア （senior）， オール ド （old）， タ イム リー
（timely）， パーマネン ト （permanent）， ターミナル （terminal）， フ ァース ト （first）， ラス ト
（last）， フ ァース ト （fast）， スロウ （slow）， クイ ッ ク （quick）， スピーディ （speedy）， レギュ
ラー （regular）， イレギュラー （irregular）， マンス リー （monthly）， ウイーク リー （weekly），
デイ リ ー （daily）， ミ レ ニアル （millennial） ， コ ン ス タ ン ト （constant）， エ ン ド レ ス
（endless）， セカン ド （second）， サー ド （third）， テンポラ リー （temporary）， パンクチュア
ル （punctual）
８） 空間 ・地域に関する語
セン ト ラル （central）， スペイシャル （spacial）， インナー （inner）， アウター （outer），
オ リ エン ト （orient）， コ ンチネンタル （continental）， ネイテ ィ ブ （native）， ナシ ョ ナル
（national）， イ ン ターナシ ョ ナル （international）， グ ローバル （global）， パシ フ ィ ッ ク
（Pacific）， ア ト ランティ ッ ク （Atlantic）， オリエンタル （Oriental）， アメ リ カン （American），
ブ リ テ ィ ッ シュ （British）， イ ング リ ッ シュ （English）， フ レ ンチ （French）， イ タ リ アン
（Italian）， ジャパニーズ （Japanese）， ウエスタン （Western）， イースタン （Eastern）， マ リー
ン （marine）
９） 食べ物 ・健康に関する語
ヘルシー （healthy）， フ レ ッシュ （fresh）， フルーティ （fruity）， ジューシー （juicy）， サ
ワー （sour）， テイスティー （tasty）， スイー ト （sweet）， ト ロピカル （tropical）， フ ラ イ ド
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（fried）， ミネラル （mineral）， ホーム ・ メイ ド （home-made）， デリ シャス （delicious）， ウエ
ルダン （well-done）， ミディ アム （medium）， レア （rare）， スパイシー （spicy）， ハングリー
（hungry）， フ ィ ジカル （physical）
２ 外来修飾語の特徴
上に分類した 300ほどの語のなかで， 実際によ く使われるものは 100語以下であろ う と思
う。 しかし， 次々に新しい語が入ってお り ， 一方では消えてい く語もある。 流行語的なも
のの命の短いのは日本語と同様である。 「ナウい」 は大はやり した後， 今はまった く使われ
る こ とはない。 「アバウ ト な」 （おおざっぱな） も， おかしな用法と思う間もな く消えていっ
た。 ま こ とに短い命であった。
長い命をもつ語も多い。 主と して， 芸術 ・学術に関する語がそれにあてはまるよ う に思
う。 「オーソ ド ッ クス」 や 「アカデミ ッ ク」 などは違和感な く日本語になじんでいる。 「正
統的な」， 「学術的な」 とい う日本語のほうが堅苦し く ， 使用しに く い。 そしてこの種類の
外来修飾語がも っ と も古くから使われているよ うに思われる。 それに比して， 科学 ・ 技術
関係， 健康に関わる語などははるかに新しい。 心理的な修飾語が多いこ と も特徴的であ
る。 これらの語は日本語に適切なものがないこ と もあ って， 新しい訳語を考える こ とな
く ， 便利に外来語を使うよ う になったのであろ う。
フ ァ ッ シ ョ ンに関する語が多いのは予想通りであるが， 縫製に関わる基本的な語以外
は， 情緒的で雰囲気を醸しだす効果をもつ修飾語である。 したがって， 英語のなかのフラ
ンス借用語彙が多いよ うだ。 心情的なこ とばや， 意味は曖昧だがなにか高級感をもたせる
よ うな語の生命はそれほど長くはないであろ う。 語の変化がも っ と も顕著に見られるのも
この分野である。 しかし， こ こでもシッ ク， エレガン ト ， エスニッ クなどとい う語はすっ
か り市民権をえたよ うだ。
形容詞語尾からみると， -y， -al， -le， -tiv， -ic など多々あるが， -ic とい う語尾をもつ形容
詞が殊に多いよ う に思われる。 おそら く日本人好みなのだろ う。 メルヘンチッ ク とかオ ト
メ （乙女） チッ クなどとい う造語から もそれが読み取れる。 それに反して -sh とい う語尾を
もつ語はあま り入っていないよ うだ。 分詞形容詞に関しては -ingはすくなからず存在する
が， -edはご く小数である。
全体的な印象からすると， いわゆる 「プラスイメージ」 をもつ語が多い。 他の項で示すよ
う に， 外来語使用の理由と関わ りがあるのだろ う。 good， better， best にたい して bad，
wrong， evil， worseは入っていない。 せいぜい， worst が使われるにすぎない。 イージー




接頭辞をつけた反意語はあま り入らないのも特徴のひとつである。 例えば， パーフェク
ト は使われても， imperfectが使われる こ とはほとんどない （例外 fair， unfair ： regular，
irregular）。 その語を使わな くても 「パーフェク トでない」 といえば事足り るのである。
意味範囲の広い語が一面的な意味でのみ使われるこ と もあるが， （たとえば， リーゾナブ
ル （reasonable） は現在では 「（金額が） 妥当な」 で使われる）， 思ったほど， 多くはなさそ
うだ。
また， 外来語を意味を変えて使用した り ， 短縮して用いた りする日本における特徴的な
外来語使用は， 形容詞では名詞のそれよ り もはるかに少ない。 「エステ」 はなんと も不可思
議な省略語であるが， そのほかでは 「プロの」， 「アマの」， 「デジ （カメ）」， 「パソ （コン）」，
「セク （ハラ）」 など思いつ く語はそれほど多くはない。
３ 外来修飾語の用法
日本語と英語は体系的にかな り距離をも った言語である こ とは先にも述べた。 名詞でな
く ， 文法的にも関わ り を有する形容詞が借用語と して用いられたとき， その用法はど うな
るのか。 結論を先に述べれば， それは束縛を うけず， かな り自由であると言ってよい。
１） 限定的用法 （attributive use）
（ア） 日本語の助詞を補って使用する場合
（.....） な 　例　 リ アルな描写， ナチュラルな， ヘルシーな食材， フレ ッシュな気分， ド
ラマティ ッ クなできごと， フ リーな発想
（.....） の 　例　ホームメイ ド のク ッキー， ポータブルのプレイヤー， オ リ ジナルの製
品， フ リーのカメ ラマン，
一語一語みてい く と， ほとんどの語が 「（.....） な」 のみ専用であるが， フ リーなどのよ う
に両方用いられるものもある。 色彩語では， ほとんどが 「（.....） な」 の用法はもたない。 例
えば， 「ピンクな」， 「パープルな」 とい う使い方はない。 ど う して使われる助詞に差がでた
のだろ うか。 あ く までも慣用なのだろ うか。 「ナイ ・スな家に住みたい」 は広告でみたもので
あるが， 現在の私には不自然に思われる。 しかし， 使い続けている う ちに馴染んでく るか
も しれない。
（.....） い 　例　ナウい，





例　 ミネラル・ ウオーター， バーチャル・ リ ア リティ ， ナイス ・バディ ， ナイス ・ ミ ド
ル， ベス ト ・セレクシ ョ ン， メンタル・ヘルス， ゴールデン・ウイーク， スーパー・
プライス
この用法はも っ と も自然であろ う。 しかし， ナイス・ ミ ドルやゴールデン・ウイークなど
日本で造られた語， いわゆる和製英語がかな り ある こ とに留意しなければならない。
（ウ） 日本語の名詞を直接修飾する場合
例　デジタル化， グローバル化， デジタル時代， ド キュメンタ リー番組， ビジュアル
系， フル稼動， オール野党， マイナス作用， ポピュラー音楽， ク ラシ ッ ク音楽
２） 述語的用法 （predicative use）




例　 リ アルに描写する。 フルに利用する。 リ ッチに彩られている。
ス ト レー ト に述べる。 フ ランクに話す。
（ウイスキーを） ス ト レー トで飲む。 （コーヒーを） ブラ ッ クで飲む。
分類の １） の形状や状態をあらわす形容詞がこの用法で用いられる こ とが多い。 形容詞
に日本語の副詞助詞がつ くのは合理的と も思われるが， この用法で使われる語は意外に少
ない。
４） 外来形容詞の名詞化
例　 フレンチ＝フランス料理， イタ リ アン＝イタ リ ア料理。 フェア， フ ァ ウル。 スー
パー （マーケッ ト ）， エステに行く。 サバイバルを体験する。
「バリバリのおにゅ うが登場です。」 ライブ （ライブコンサー ト ）。
５） その他――やや崩れた用法
（ア） 省略語の使用　ポルノ映画， プロの・アマの， エステ （サロン）， エログロ， グー
だ。 デジカメ （デジタルカメ ラ）
（イ） 専門用語　 ウル ト ラ Ｃの，
（ウ） 誤用　 フ ァ ンタジッ ク （正 fantastic）， エネルギッシュ （正 energetic）， ルーズ （正
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 loose ルース）， エステティ ッ ク （正 aesthetic）
（エ） 造語　乙女チッ ク， マンガチッ ク （漫画＋ tic）
４ 外来修飾語の使用理由
長い歴史をもつ母語， 日本語には豊かな修飾語が存在する。 それなのになぜ， われわれ








この う ち １） に該当するものは， デリ ケー ト な （繊細な）， マニア ッ クな （狂乱的な），
シ ョ ッキングな （ぞっ とするよ うな） などの心理的な語が多い。 欧米語は心理的な表現を
する語を豊かにもつのであろ う。 ２） に当てはま る ものは， 芸術に関する もの， 例えば
romantic， realisticなどで， 浪漫的な， 現実的ななどの日本語はあるにはあるが， 十分に意を
尽く しているとは思えない。 そのほか， 科学技術に関する用語， 例えば， virtual， digitalな
どは意味内容を適切な日本語にするのは難し い。 最近よ く 使用される アグレ ッ シブ
（aggressive） とい う語も日本語にな り に く い。
３） については， fresh, juicyなどが考えられる。 ジューシーは 「水分たっぷりな」 などと
い う よ りその状態を心に描きやすいし， 短い語で使いやすい。 また， 話こ とばだけではな
く ， 書きこ とばでも漢字使用の語よ り も簡単で使いやすいと言えるかも しれない。
４） の外来語の方が一般的とい う例は， 科学技術やスポーツに使われる語に代表される。
たとえば， 野球用語のフェア ・ フ ァ ウルは日本語にはな り得ないだろ う。 フェアプレイな
どもそうである。 科学技術の用語ではポータブル， パソ （コン） がすぐに心に浮かぶ。
５） については， ビジュアル （visual）， バーチャル （virtual）， デジタル （digital） など枚
挙にいとまがないだろ う。
６） の権威付けのための使用では， 学識経験者や政治家などによるものが際立つよ うに思
う。 私たちが新しい外来修飾語を知るのも この分野においてである。 「ヴ ァ イアブル」
（viable）， 「ノ ンヴァ イアブル」 （nonviable） はある大臣が使用していたものある。 使用時の
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「ど うだ」 と言わんばか りの態度が印象的であった。
７） に関しては， 残念ながらあま り感心した使い方でないものが多い。 フ ァ ッシ ョ ン関係
をはじめと し， 広告 ・ 宣伝のキャ ッチコピーや商品の説明文にこの種のものが数多くみら
れる。 すこ し， 例をあげてみよ う。
例　 ク リーンカレンダー （ごみの分別収集の日程表）， 「ハ ッ ピーな自分になれる」，
「ロマンチッ ク函館・小樽」， 「カラ フルタウン岐阜」 （観光の広告）， 「おいしいフ
レ ッシュオープン」 （百貨店の広告）， エコ ク リーン （economical+clean） 車検 （車
検の広告）， 「ソ フ トで明る く ド リーミーなプリ ン ト 」 ・ 「ウエスタンブーツやレー
スのスパッツでミスマッチ感覚を」 ・ 「レースア ップの大胆なベアバッ クの ド レス
でセクシーさをアピール」 （フ ァ ッシ ョ ンの解説文）
いずれも意味は二の次で， その語が感覚に訴える情調を第一義と しているよ う に思われ
る。 その点では， 正確な情報を伝える こ とよ りは， 感性に訴えるとい う日本のコマーシャ
ル ・ メ ッセージと共通点をもつ。 カタカナ表記のこ とばは， そんな目的に最適である。
以上， 7項目にわたって使用理由を見たが， 実際は， かな り これらが複合している こ とは
言う までもない。
５ 外来語の日本語への影響――むすびにかえて
外来の語について学んでいると， 言語とはなにか， 日常どのよ うなこ とばを使用すべき
かの問題を痛切に考えさせられる。 こ とばは生命をもち， 新し く生まれるものがあれば，
その命を終えるものもある。 当然のこ とに変化してい く ものである。 どのよ う に変わろ う
と も， 現在の言語表現を一応は受け入れるべきであろ う。 「日本語はくずれた」， 「若者のこ
とばは稚拙である」 とい う批判は， おそら く ， いつの世にもあるのだろ う。 そしてそれを
言うのは愚である。
外来の修飾語に関して言えば， 私は修飾語の本来の目的である 「よ り豊かな表現」， 「よ
り適切な表現」 にそれらがどれほど寄与しているか， にかかっていると思う。 その観点か
らすれば， 私は外来修飾語の一定の功績を認める こ とになろ う。 もはや外来の修飾語は日
本語に不可欠なものとなっている。 先に述べたよ う に， 英語は日本語にと って異質の言語
ではあるが， カタカナとい う便利な文字によ り日本語化し， 多くの語がいわゆる借用語と
なった。 それはそれで必然的なこ とであろ う。
しかし， 問題が皆無とい うわけではけっ してない。 私にと って問題は， これらの語が同
意の日本語を駆逐したこ とである。 「桃色の ・桜色の」 は 「ピンク （色） の」 に変わった。
「心臓がつよい」 はい くぶんニュアンスを変えて 「ポジティブ」 や 「アグレ ッシブ」 になっ
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た。 よい意味で用いられた 「おとなしい」 とい う語はすっか り影を潜めた。 代わ り に使わ
れるのが 「シャイ」 であろ うか。 価値観の変化が修飾語を変化させたこ とを感じ させる。
いずれにしろ， 消えていった本来語が息をふきかえして， 優勢になる こ とはあ り えないで
あろ う。
誰もが日常使用している母語について 「あってほしい」 とい う願望を抱く こ とはあるだ
ろ う。 その願望もまた大切である私は思う。 修飾語に関する私の願望は， 微妙なニュアン
スをもつ美しい日本語に生きのびてほしいとい う こ とだ。 そんな語句のほんの一端をあげ
れば， 漢語系の 「強靱な」， 「健気な」， 「凛洌たる」， 「滔滔たる」， 「気品ある」， 「溌溂と し
た」， 「天晴れな」， 「凛々 しい」， 「洒脱な」 など， やまと こ とば系の 「涼やかな」， 「爽やか
な」， 「たおやかな」， 「つれない」， 「き り り と した」， 「いなせな」， 「粋 （いき） な」， 「微
かな」 などである。 これらのなかには， すでに文章においてさえも消えてしま ったものも
ある。 「かわいい」， 「おしゃれな」， 「すごい」 など， ご く限られると言われる若い女性の使
う修飾語を考えると， 現代はあま り微妙な語など必要と しないのかも しれない。
修飾語に関するいまひとつの願望は， あま り不用意に新しい外来語を導入してほし くな
いとい う こ とである。 その点でも っ と も責任を負うべきは， 先にみたよ う に， 不必要に外
国語を用いよ う とする知識人， 広告業界やマスコ ミ ， フ ァ ッシ ョ ン業界の人々であろ う。
近頃， アメ リ カ映画もほとんど邦題をつけられる こ とな く ， 原題がカタカナで表記される
よ うになった。 『ビュウティ フル ・ マイン ド 』 『キュウティ ・ ブロン ド 』 『ヒ ュウマン ・ ネイ
チュア』 といった風である。 これらの英語が容易に理解されるよ う になったためでもあろ
うが， 往年の凝った邦題がなつかしい。
今回は， 外来語の修飾表現のなかでも形容詞形のみを取り あげた。 しかし， 「ワンランク
上の」， 「リ ラ ッ クスした気分」， 「センスのよい」 などとい う名詞などを用いた形容表現，
「マイ ・ カー」 などのよ うな人称代名詞， メンズ・キッヅ （men’s， kids’） のよ うな修飾用法




高橋太郎ほか 『日本語の文法 2000』 正文社印刷
宣伝文 ・ キャ ッチコピーなどは， 新聞， 女性週刊誌， ち ら し， テレビなどを参考にした。
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